
鹿児島市長　殿

所　　在　　地

商号又は名称

代表者　職　名 代表取締役

　　　　　 氏　名 ○○　○○

代理人　氏　名 ○○　○○

工  事  名

工事場所

割　合(％)

24%

20%

33%

20%

3%

100%

●●● 円）

●●● 円）

●●● 円）

●●● 円）

●●● 円）

　　　　　　　　（工事価格のうち、材料費　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（工事価格のうち、労務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（工事価格のうち、法定福利費の事業主負担額　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（工事価格のうち、建退共制度の掛金　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（工事価格のうち、安全衛生経費　　　　　　　　　　　　　　　　　

鹿児島市○○町○○番○○号

令和○○年○月○○日

鹿児島市○○町○番○○号

株式会社○○建設

　※紙による代理人入札のみ　→

○○新築本体工事

工     種     等 見　　積　　金　　額　　　（円）

直接仮設工事 2,400,000

コンクリート工事 2,000,000

型枠工事 3,200,000

鉄筋工事 2,000,000

防水工事 300,000

直接工事費 9,900,000

共通仮設費計 2,000,000

純　工　事　費 11,900,000

現 場 管 理 費 1,000,000

△経費減額調整額

入札書記載金額 13,700,000

工  事  原  価 12,900,000

一般管理費計 800,000

工  事  価  格 13,700,000

工 事 費 内 訳 書

（記載方法）

・日付は応札日を記載すること。

・代理による紙入札の場合は、代理人氏名も記載すること。

・工事名、工事場所は指名通知書又は公告文に基づき記載すること。

・「工種等」は、科目別内訳（直接仮設工事、コンクリート工事、型枠工事など）を記載すること。

・「割合」欄には直接工事費に対する工事ごとの割合（％）を記載すること。

・「工事価格」と「入札書記載金額」は、原則一致させること。どうしても調整が必要な場合には、「経費

減額調整額」欄で調整すること。

・「材料費、労務費、法定福利費の事業主負担額、建退共制度の掛金、安全衛生経費」について、内数

を

記載すること。

※以下の場合は、入札無効の対象となるので、十分注意すること。

・「入札書記載金額」と、実際の入札金額が著しく異なる場合。



工事名：

会社名：

●各評価項目について、自己採点（応札者）の該当欄に○印等を記入すること。

配点
評価結果
(発注者)

1.2

0.6 ○

0.0

1.6

1.2 ○

0.9

0.6

0.3

0.0

0.6 ○

0.0

0.6

0.3 ○

0.0

0.0

当年度受注がない 0.8

前年度受注がない 0.5 ○

前々年度受注がない 0.2

-0.4

-0.3

-0.1～
-1.2

2月

―

加算点小計 5.5 3.0 2.7
0.4

0.2 ○

0.0

0.4

0.3

0.2

0.1 ○

0.0

0.4

0.3

0.2 ○

0.1

0.0

0.3 ○

0.2

0.0

0.5 ○

0.2

0.0

加算点小計 2.0 1.3 1.4

0.8 ○

0.6

0.0

0.4 ○

0.2

0.0

0.3

0.2 ○

0.1

0.0

0.5 ○

0.0

0.4 ○

0.0

0.1 ○

0.0

加算点小計 2.5 2.4 2.4

10.0 6.7 6.5

自己採点表
〇×新築本体工事

株式会社△▲

評     価     項     目 評　　　価　　　基　　　準
自己採点
(応札者)

①

企

業

の

施

工

能

力

ア　過去10年間(年度)に
　おける同種工事の
　施工実績の状況

建築一式工事で契約金額
２億円以上の完成工事実績

複数ある

0.6

０点以上１点未満

０点未満又は本市の施工実績なし

0.6１件ある

ない

イ　本市が発注した建築
　一式工事における過去
　10年間(年度)に完成し
　た工事の成績評定点と
　別表2の年度別評定平
　均点との差の工事1件
　当たりの平均値

４点以上

1.2 0.9

３点以上４点未満

２点以上３点未満

１点以上２点未満

なし

オ　本市が発注した建築
　一式工事における受注
　状況

当年度受注がある

0.5 0.5当年度受注がない場合
（該当分をすべて加算） 前年度受注の工事で当年度にかかる継続工事（当年

度完了分を含む）がある

前々年度受注の工事で当年度にかかる継続工事（当
年度完了分を含む）がある

ウ　品質マネジメントシ
　ステム（ISO9001）の
　取得状況

取得している
0.6 0.6

取得していない

エ　国、県又は本市にお
　ける過去10年間(年度)
　の企業表彰実績

複数ある

0.3 0.3１件ある

カ　過去１年間の指名停
　止等の状況

指名停止等あり（指名停止等の月数×（－０.１））
-0.2 -0.2

指名停止等なし

②

配

置

技

術

者

ア　過去10年間(年度)に
　おける同種工事の施工
　経験の状況 --

複数ある

0.2

１点未満又は本市の施工実績なし

ウ　国、県又は本市にお
　ける過去10年間(年度)
　の表彰実績

0.2 0.2

0.2１件ある

ない

イ　本市が発注した建築
　一式工事における過去
　10年間(年度)に完成し
　た工事の成績評定点と
　別表2の年度別評定平
　均点との差の工事1件
　当たりの平均値

４点以上

0.1
0.1

(0.3)

３点以上４点未満

２点以上３点未満

１点以上２点未満

0.5 0.5推奨単位未満（１単位以上１２単位未満）

なし

エ　担い手育成加算 過去5年間(年度)の本市が発注した
建築一式工事で、主任(監理)技術
者、現場代理人の実績がある者又
は国、県の表彰実績がある者で令
和●年4月1日現在

満４０歳未満又は女性技術者

0.3 0.3満４０歳以上４５歳未満

満４５歳以上又は実績なし

最大２件まで記載

２件ある（すべて現在の会社）

２件ある（１件は現在の会社、１件は以前の会社）

２件ある（すべて以前の会社）又は１件ある（現在の会社）

１件ある（以前の会社）

ない

③

地

域

貢

献

・

社

会

性

ア　本市と「大規模災害
　時における応急対策業
　務に関する協定」を締
　結している団体への加
　入状況等

加入しており、かつ、前年度又は当年度に、本市又は当該団体が主催の大規模災害
に備えた防災訓練に参加している

オ　過去1年間(年度)の
　ＣＰＤ単位取得状況

推奨単位以上（１２単位以上）

0.8 0.8加入している

加入していない

イ　環境マネジメントシ
　ステム（ISO14001）等
　の取得状況

ISO14001を取得している

0.4

実施していない

エ　障害者の雇用状況 法定雇用人員を超えて雇用している又は法定雇用義務はないが雇用している
0.5 0.5

法定雇用人員を超えて雇用していない又は障害者を雇用していない

0.4
ISO14001は取得していないが、エコアクション２１、ＫＥＳ・環境マネジメントシステム・スタンダー
ド、エコステージのいずれかの認証を取得しているか、ISO14001を自己（自主）適合宣言し、市民団体認
証を受けているか、又は、本市環境管理事業所の認定を受けている

該当なし

ウ　直前１年間における
　ボランティア活動によ
　る地域貢献の実績 本市内において公共施設等へ

のボランティア活動

実施している（５回以上）

0.2 0.2
実施している（３回以上４回以下）

実施している（１回以上２回以下）

加 算 点 合 計

オ　過去５年間における
　新規学卒者の雇用

新規学卒者の雇用実績がある
0.4 0.4

実績がない

カ　鹿児島県協力雇用主
　会等への登録

県協力雇用主会等へ登録している
0.1 0.1

登録していない

記入例 評価結果は

市による手書き

該当部分をプルダウンから選択すると、

点数が自動表示されます。

自己採点が過大である場合

↓

市が採点した正値０.９を採用

告示日から直前１年間に指名停止等を受けた期間の月数を記入。

告示日 R2.6.15

指名停止期間

R1.6.15～R1.7.20 ⇒ 2か月

R1.6.15～R1.7.14 ⇒ 1か月

R1.7.15～R1.7.20 ⇒ 1か月（1か月に満たない場合は1か月とする。）

自己採点が過小である場合

↓

自己採点の０.１を採用

（市が採点した正値０.３は採用しない）

評価項目及び配点は仮のものです。

実際に発注する際の評価項目及び配点は、この表のとおりとは限りません。

入札参加者が自己採点した６.８は

発注者の審査により６.５に修正され

評価値を決定


